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浅野先生のご退職を目前に、さまざまな思い出が心をよぎるが、私にとって先生
は、特に何がということでもなく、いつの間にか近くで見守ってくださり、安心
させてくださる存在であった。私が本学に着任したのは最早 22 年前のこと、当時
の教養部であって、浅野先生とは離れた部局であった。浅野先生のことは前もっ
て存知あげていたことはもとより、旧知の中でいらっしゃる高際先生が同部局に
いらっしゃったこともあるのだが、特に何がきっかけということもなく、新任で
右も左もわからぬ私に始めからそばにいるかのように接してくださった。
まもなく教養部が発展解消して国際学部の発足を迎える時、私は教育学部へ移
籍することとなった。何の不安もなく、むしろ安心して移籍させていただけたの
は一足先に移られていた大關篤英先生とともに浅野先生が何の心配もいらないと
言って迎え入れてくださったことが大きかった。移籍後も私の研究室は 4年ほど
の間はそのまま旧教養部棟（国際学部棟）にとどまり、その後教育学部の一角に
移ったものの更に 3年ほどの間は英語教育教室のフロアから一人離れた建物で過
ごさざるを得なかったが、その間も浅野先生は離れた私の研究室を「ついでだか
ら」とおっしゃっては、何か変わった様子はないか、離れている英語教育のフロ
アはいまどんな様子であるか、この前の研究会で話題になったあれはなんだった
ろうか、など、お話しに訪ねて来てくださった。以来約 18 年間、いつものよう
にちょっと顔を見に、時にはカクテルへのお誘いに、あるいはお手製の燻製を片
手に、またある時はパソコンの相談にと、先生の方から年下の私を訪ねて来られ
ては、私の方から「そういえば」と言って相談に乗っていただける機会を作って
くださる。私が日本英語学会事務局の仕事をしていた多忙時も、また、大学の教
員養成機能をめぐる今般の目まぐるしい事態への対応に追われているときも、英
語教育教室の後ろ盾として浅野先生がいてくださると思える安心感がいかに大き
かったか、ご退職が迫る中切々と感じられるとともに、私の新任当時の先生のお
歳をいつの間にか越えてしまったわが身の器量を振り返らずにはいられない。
先生とは、1993 年にオハイオ州立大学で開かれたアメリカ言語学会夏季研修会
で 6週間ご一緒させていただいた。先生にとってはブリティッシュコロンビア大
学での在外研究にいらっしゃる前のオハイオ滞在であった。味覚果てる地の更に
田舎町、食のたのみ
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は期間中通しの食券が使える大学食堂で、参加者は三食を皆
10
そこで済ませるものだったが、そこで浅野先生の姿を見たことがない。どこで何
を召し上がっているのだろうと思って伺ってみたら、あっちにはちょっとしたい
いバーが、こっちにはうまいコーヒーが飲める店がと、わずかな間にご自分の好
みに合う店を探し出し、労を惜しまず足をお延ばしになっていたとのこと。それだ
けでなく、大学のあるコロンバス周辺の地理・地勢、産業などの社会事情を事前
によく調べ、理解なさったうえでいらっしゃっていたことを知り、敬服した。ア
メリカへの旅先でおいしいものを食べたければイタリア系の人に目をつける、と
いうのはその時に授かった知恵である。私は研修会の最終日を待たずにオハイオ
を離れることとなったが、早朝のキャンパスで空港へのシャトルサービスを待っ
ているときに、お一人わざわざ見送りに来てくださったのは浅野先生であった。
温かい思い出である。
だいぶ前のことだが、何の折だったろうか。職員組合の総会かあるいは何かの
委員会か記憶は定かではないが、暑い日であった。大学に遅くまでとどまり、遠
距離通勤をしている身には帰宅するにも遅すぎる時刻となってしまった。高際先
生もご一緒だったと思う。浅野先生がご自宅に泊めてくださるとおっしゃるので、
お言葉に甘えることにした。翌朝は早々にお暇し、朝食は大学に行ってからと思っ
ていたら、仕度ができましたのでこちらへどうぞという奥さまからのお声掛けが
あったので食堂に出向いてみると、これはまたどこの一流旅館かと思うほどのお
膳が整えてあった。もちろん出来合いなどではなく、立派なアジは塩加減も焼き
加減も姿形も申し分なく、ちゃんと葉ショウガも添えてある。煮物、酢の物から
香の物、デザートまで揃っていて、席に着いてから出していただいたお味噌汁は
本物の出汁が香りたつ。浅野先生は特に何とおっしゃることもなく、当然のよう
に食べ始め、おかずにあらかた箸をつけた後で「ごはん」とおっしゃってご飯を
召し上がる。
どうりでオハイオでは大学食堂にはいらっしゃらなかったのである。奥さまの
筆や料理の腕前には我々もたびたびその恩恵にあずかってきているが、浅野先生
の醸し出す厚みのある文化的な雰囲気は、幅広い教養と現実社会をとらえる掘り
下げた視点、時に激しい批判精神などだけでなく、奥様に支えられた日常生活の
豊かさにもその源があるのだろう。いてくださること自体に重みのある浅野先生
のような存在こそが先行きの見えにくいこれからの大学には必要で、先生からま
だ学ばなければならないことがたくさんあるというときにご退職を迎えられるの
は誠に惜しい。大学を離れられて後も、お二人揃っての末長いご健在を心から願
うばかりである。
